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情報通信審議会 情報通信技術分科会 ITU-T 部会 

伝送網・電磁環境委員会（第 2回）議事要旨 

 

1 日時 

平成 21 年 9 月 15 日（火）10時 00 分 ～ 12 時 10 分 

 

2 場所 

総務省 第 1特別会議室 

 

3 出席者（敬称略） 

(1) 構成員 

高瀬 晶彦（主査）、日髙 邦彦（主査代理）、石川 悦子、井上 正純、辻 弘美、豊永 雅信、

原井 洋明、前田 洋一、向井 宏明、米田 進 

(2) オブザーバ 

端谷 隆文、馬杉 正男、鈴木 康直、松尾 一紀、加島 伸二、今成 浩巳、則松 直樹、大

西 輝夫、三浦 望、黒部 彰夫、熱田 昭、迫 則光、白須 潤一、小山 徹、櫻井 暁、田島 

勉、黒田 康之、佐藤 浩司、加沢 徹、石部 和彦、栃尾 祐治、忠隈 昌輝、村上 誠、中

島 和秀、中西 健治 

(3) 事務局 

森下 信、梶田 昌生、佐藤 岳文 

 

4 議事 

(1) SG5 会合(5/25-29)報告 （資料 2-伝-2-1,2） 

・ SG5 第 2 回会合の結果について資料に基づき報告された。 

 

(2) SG15 WP1 会合(5/15)報告 （資料 2-伝-2-3） 

・ SG15 WP1 会合の結果について資料に基づき報告された。 

 

(3) SG5 会合(10/12-16)対処方針審議 （資料 2-伝-2-4～7） 

・ SG5 第 3 回会合の全体対処方針及び課題別対処方針（WP1,2 関連）及び提出寄書について

説明があり、承認された。 

・ SG5 第 3 回会合の対処方針（WP3 関連）について説明があった。 

 

(4) SG15 会合(9/28-10/9) 対処方針審議 （資料 2-伝-2-8～14） 

・ SG15 第 2回会合の全体対処方針及び課題別対処方針（WP1 関連）について説明があり、承

認された。 

・ 日本寄書として提案された寄書について、NTT 及びパナソニックより説明があり、承認さ

れた。これらの寄書については後日事務局より TSB 事務局宛に提出することとなった。 

・ WP1 の各課題への寄書について説明があり、「G.hn：Fcs の上限値変更の提案」（資料 2-伝

-2-SG15-WP1-Q4-寄概-NEC(1)）についてはホームネットワーク合同ワーキンググループ

（以下、「HN 合同 WG」）にて検討中であるため、同 WG に審議を一任することとなった。そ

の他の寄書については承認された。 
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・ 総務省より、G.9960 における電波法に関わる記述について、修正を提案する寄書を検討し

ている旨の連絡があり、ITU-T における修正手続き上の方針を含め、HN 合同 WG において

速やかにメール審議にて検討することとなった。 

・ SG15 第 2回会合の全体対処方針及び課題別対処方針（WP2 関連）について説明があり、承

認された。 

・ WP2 の各課題への寄書について説明があり、承認された。 

・ NTT より、「G.671 における PON 用光スプリッタ仕様の提案」（資料 2-伝-2-SG15-WP2-Q7-

寄概-NTT(1)）について、今会合での勧告 G.671 に関する検討が行われるか否かによって

提出の判断をする旨説明があった。 

・ SG15 第 2回会合の全体対処方針及び課題別対処方針（WP3 関連）について説明があり、承

認された。 

・ WP3 の各課題への寄書について説明があり、承認された。 

・ 「MPLS-TP OAM に関する追加の要求条件の提案」（資料 2-伝-2-SG15-WP3-Q10-寄概-NTT(1)）

について、IETF との議論が滞っている中で新たに要求条件を提案することで混乱を招くこ

とを懸念する旨の意見があったが、議論の促進のためにも寄書を提出することも有効であ

るため、IETF 側の動向を注視しつつ、提案を進めていくこととなった。 

 

(5) その他 

・ HN 合同 WGの設置要網に関する見直しについて事務局より説明があった。 

・ 次回以降の委員会については、2010 年 4,5 月の各 SG 会合に先立ち開催する予定である旨

事務局より連絡があった。 

 

以上 


